
（付表）日米軍事同盟の変質・強化 

 

 旧安保（1952－60） 新安保（60－） ブッシュ S(88-91) クリントン(1992-00) ブッシュ J(01-08) オバマ(09-) 

国際環境 東西冷戦 

 

東西冷戦→米ソ冷

戦（中ソ対立） 

冷戦終結→大国協

調（安保理） 

唯一の超大国／中

国の台頭 

9.11→「対テロ・なら

ず者国家戦争」 

「多極化」 (G20, 

BRICS) 

日米軍事関係 本土：反基地闘争 

沖縄：本土復帰闘争 

本土：「経高政低」 

沖縄：基地固定化 

「カネだけでなく血

も流せ」（軍事貢献） 

朝鮮半島危機→「安

保再定義」・新 GL 

「北朝鮮（中国）脅威論」

→有事法制・BMD 

対中国軍事包囲網→

対南西諸島シフト 

同盟定義  

 

＊‘81 声明「日米同盟

関係」初出 

 ‘96 宣言「APR の安

定繁栄の基礎」 

‘06声明「価値観に基

づく同盟」 

‘12 声明「APR の平

和安全安定の基礎」 

脅威対象 ソ連（共産主義・

中国） 

ソ連  様々な不安定要因

（テロ、WMD、国家） 

「恐怖」(terror)、「な

らず者国家」 

伝統的脅威、新たな

安全保障上の脅威 

抑止力  

 

’72.10．9「対米核抑

止力依存」閣議決定 

 ’96宣言「安保に基づ

く米国の抑止力」 

’07SCC「あらゆる米軍

事力による拡大抑止」 

’10SCC「日米同盟

の抑止力」 

適用地域 極東（第 1条） 

 

極東（第 6条）  ’97新 GL「周辺事態」

（非地理的概念） 

 ’11SCC 共通の戦略

目標：APR 

対米「支援」  

 

施設・区域の使用（第 6

条）、HNS(‘78~) 

 (周辺事態での「施設使

用」「後方地域支援」） 

有事法制による施設・区

域提供、後方支援実現 

グアム島での共同使用

施設整備 

自衛隊の受持 必要最小限の自衛力 

 

’76 大綱：基盤的

防衛力 

（PKO法流産） PKO海外派遣 PKO 参加・周辺事態対

応の本来任務化、MD 

’11 大綱：動的防衛力、

南西諸島等の防衛強化 

国民動員体制  

 

   国民保護法・国民

保護計画 

’11SCC:「非戦闘員退

避活動の協力加速」 

多国間化  

 

   ’07SCC「米日豪 3 国間

協力強化､対印PS強化」 

’11SCC「対豪韓 3 国間

協力強化、日米印対話」 



 


